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 本論文は、序章から終章までの 10章で構成されている。第 1章から第 3章までを第Ⅰ部として、
本論文の仮説を構築するための理論的研究として位置づけ、第 4章から第 8章までを第Ⅱ部として、
本論文の仮説に対する実証的研究として位置づけている。 






















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究の諸知見は、超高齢社会における高齢期の精神的健康に焦点を当て、精神的健康を保持す
るために何が必要かについて、一定の示唆を与えるものである。とりわけ、「主体として生きる高
齢者」をキーワードに、論文全体の構成が行われたことにより、著者の主張がより明確に提案され
ている。しかし、「主体として生きる高齢者」は、65歳以上人口の 8割を構成するが、残り 2割は、
寝たきりや認知症等である。したがって、本研究では、この 2割の高齢者に対するメッセージ力は
弱い。本研究が高齢者の 8割を構成する元気な高齢者であることに限定された知見であることを踏
まえれば、著者の主張には一貫性が見られる。また高齢者の精神的健康を保持することは、生活者
の視点を重視する生活科学の研究としても評価される。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（生活科学）の授与に値するものと認めた。 
 
